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設計された、純スパン 5m、床版幅が約 120cmの PC桁より
構成される多主桁上に三層緩衝構造を設置し、 3tfの重鍾(直
径 100cmで底部より高さ 17.5cmの部分が球状)を高さ 30m
から落下させて実験を行っている.なお、実験ケースを簡略
して示すために、 3桁、 2桁および 4桁上に重錘を落下させ
る場合をそれぞれP-D-3，P・D・2，P・D・4として表すものとする。
図ー1にこの概略図を示す.
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撃力の大きさは、 P心-3>P心-2>P・D-4( 332.2 tf 




かる 3桁の最大歪は 150μ 以下であり、プレストレ
ス導入による下端の初期歪 437μ の約 1/3となってい
る。また、 1桁あるいは 5桁の最大歪は 3桁の約 1/2
である.一方、 P・D・2の場合は 2桁に載荷されている
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撃載荷実験を行った。本実験で用いた三層緩衝構造は表裏層材がそれぞれ 50crn厚の敷砂および EPS材、芯材厚 20
crn、鉄筋比 1%の複鉄筋配置の RC版である.本実験より得られた結果を整理すると、
1) P-D・3の場合、下端筋歪の最大値は、 150μ であり、プレストレス導入による初期歪の約 1/3程度、 P-D-2の場
合でも 1/2以下の値である.
2) P・D・3の場合には、曲lデモーメシトで評価した荷重分担率は、中央部の 3つの桁ともほぼ等しく 23~ 26% 程
度であり、 P-D・2の場合でも桁端で 40%以下である.
3) 荷重載荷点が自由端より離れている場合には、荷重分担率を 30%程度に見積もることができる.
以上より、三層緩衝構造は PC多主桁上に設置された場合も、その特性を十分に発揮し、緩衝性能と荷重分担の
向上によって効率的に曲げ応カを低減することができることが明らかになった.三層緩衝梼造を用いることによ
り、より合理的なPC覆工の設計が実務的に可能となったものと考えられる。
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